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国
有
林
で
は
、
優
れ
た
自
然
環
境
を
有
し
、

森
林
浴
や
自
然
観
察
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に

適
し
て
い
る
地
域
を
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
」
と
し
、
多
く
の
方
の
保
健
休
養
の
場
と
し

て
い
ま
す
。

中
で
も
特
に
優
れ
た
自
然
景
観
を
有
し
、
観

光
資
源
と
し
て
魅
力
あ
る
箇
所
は
、
林
野
庁
が

平
成
29
年
度
に
「
日
本
美
し
の
森

お
薦
め
国

有
林
」
に
選
定
し
て
い
ま
す
。
関
東
森
林
管
理

局
管
内
で
は
15
箇
所
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
展

望
台
等
か
ら
の
眺
望
を
確
保
す
る
た
め
の
修
景

伐
採
、
歩
道
の
整
備
、
多
言
語
に
よ
る
標
識
類

の
設
置
やW

e
b

サ
イ
ト
の
整
備
を
重
点
的
に
進

め
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
茨
城
県
の
奥
久
慈
自
然
休

養
林
や
群
馬
県
の
野
反
自
然
休
養
林
、
東
京
都

の
高
尾
山
自
然
休
養
林
で
歩
道
や
多
言
語
看
板

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
静
岡
県
の
飛

竜
橋
自
然
観
察
教
育
林
・
千
石
平
風
致
探
勝
林

で
修
景
伐
採
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
「
野
反
自
然
休
養
林
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

野
反
自
然
休
養
林
は
、
群
馬
・
長
野
・
新
潟

の
３
県
の
県
境
に
位
置
し
、
２
，
０
０
０
ｍ
級

の
山
々
、
森
林
、
草
原
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た

自
然
景
観
を
有
し
、
野
反
湖(

標
高
１
，
５
１

３
m)

が
中
心
に
位
置
し
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
「
天
空
の
水
面
に

か
が
や
く
森
と
花
園
～
野
反
湖
～
」
で
す
。

野
反
湖
は
、
水
力
発
電
を
目
的
と
し
て
１
９

５
６
年
に
建
設
さ
れ
た
日
本
初
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ

ル
ダ
ム
（
土
や
岩
石
を
盛
り
立
て
て
造
ら
れ
る

ダ
ム
）
に
よ
る
人
造
湖
で
す
。
湖
水
は
信
濃
川

水
系
に
属
し
、
日
本
海
に
注
い
で
い
ま
す
。

野
反
湖
の
周
囲
は
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
レ
ン

ゲ
ツ
ツ
ジ
、
ノ
ゾ
リ
キ
ス
ゲ
、
コ
マ
ク
サ
等
、

３
０
０
種
類
を
超
え
る
高
山
植
物
の
宝
庫
で
、

春
か
ら
初
秋
に
か
け
て
、
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

秋
に
は
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
等
の

亜
高
山
帯
の
森
林
が
見
事
に
色
づ
き
。
燃
え
る

よ
う
な
紅
葉
が
鮮
や
か
に
湖
面
を
彩
り
ま
す
。

野
反
湖
周
囲
の
歩
道
は
「
遊
歩
道
百
選
」
、

湖
自
体
も
「
ダ
ム
湖
百
選
」
に
選
ば
れ
て
い
ま

す
。野

反
自
然
休
養
林
へ
は
、
車
で
気
軽
に
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
、
休
憩
所
や
展
望
台
、
案
内
所

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
湖
畔
を
周
回
す
る
遊

歩
道
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
散
策
を
楽
し
め
ま
す
。

駐
車
場
か
ら
湖
畔
に
向
か
う
遊
歩
道
の
一
部

は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
昨
年
、
木

製
の
階
段
と
手
す
り
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

「
日
本
美
し
の
森

お
薦
め
国
有
林
」
の
紹
介

計
画
保
全
部

保
全
課

多言語看板 ↑
※グレーの部分にスマートフォンをかざせば、

英語、中国語、韓国語、日本語で音声案内

修景伐採前

（飛竜橋自然観察教育林）

修景伐採後

（飛竜橋自然観察教育林）

野反自然休養林の遠望

新たに整備した木製階段



平
成
30
年
度
は
、
多
言
語
の
案
内
板
を
設
置

す
る
予
定
で
す
。
訪
れ
る
皆
様
に
よ
り
分
か
り

や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
内
容
も
工
夫
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

湖
畔
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
５
月
上
旬

か
ら
11
月
中
旬
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
バ
ン
ガ

ロ
ー
エ
リ
ア
と
テ
ン
ト
エ
リ
ア
が
あ
り
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
も
楽
し
め

ま
す
。

周
辺
に
は
草
津
温
泉
や
四
万
温
泉
等
、
多
数

の
温
泉
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
日
帰
り

観
光
が
楽
し
め
ま
す
。
冬
季
は
積
雪
の
た
め
閉

鎖
さ
れ
、
半
年
間
の
眠
り
に
つ
き
ま
す
の
で
ご

注
意
願
い
ま
す
。

「
日
本
美
し
の
森

お
薦
め
国
有
林
」
で
は
、

訪
れ
る
皆
様
が
快
適
か
つ
安
全
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
環
境
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、
福
島
県
の
ブ
ナ
平
自
然
観

察
教
育
林
や
御
池
森
林
ス
ポ
ー
ツ
林
、
茨
城
県

の
奥
久
慈
自
然
休
養
林
、
群
馬
県
の
武
尊
自
然

休
養
林
、
東
京
都
の
高
尾
山
自
然
休
養
林
、
神

奈
川
県
の
丹
沢
自
然
休
養
林
、
静
岡
県
の
飛
竜

橋
自
然
観
察
教
育
林
・
千
石
平
風
致
探
勝
林
や

奥
浜
名
自
然
休
養
林
な
ど
で
、
修
景
伐
採
、
歩

道
や
多
言
語
看
板
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
美
し
の
森

お
薦
め
国
有
林
」
に
関

す
る
情
報
は
、
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
か
ら
「
日
本
美
し
の
森
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
森
）
」
を
選
択
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
旅

の
一
助
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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今
月
の
表
紙

希
少
個
体
群
保
護
林
（
瀬
尻
ホ
ソ

バ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ほ
か
）

天
竜
森
林
管
理
署
管
内
に
は
、
原
生
的
な

森
林
生
態
系
か
ら
な
る
自
然
環
境
の
維
持
、

動
植
物
の
保
護
等
を
目
的
と
す
る
保
護
林
が

８
箇
所
設
定
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
う
ち
の
７

箇
所
が
希
少
個
体
群
保
護
林
と
な
っ
て
い
ま

す
。「

瀬
尻
ホ
ソ
バ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」
は
、
浜
松

市
天
竜
区
龍
山
町
の
瀬
尻
国
有
林
に
設
定
さ

れ
て
い
る
希
少
個
体
群
保
護
林
に
自
生
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
保
護
林
は
人
工
林
の
成
長

に
伴
い
光
環
境
の
改
善
が
必
要
と
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や
保
護

林
検
討
会
議
で
の
検
討
を
重
ね
、
平
成
28
年

度
に
上
層
木
の
間
伐
を
行
い
ま
し
た
。

「
岩
岳
山
ア
カ
ヤ
シ
オ
・
シ
ロ
ヤ
シ
オ
」

は
、
浜
松
市
天
竜
区
春
野
町
の
岩
岳
山
周
辺

の
国
有
林
に
設
定
さ
れ
て
い
る
希
少
個
体
群

保
護
林
に
自
生
す
る
も
の
で
す
。

ど
ち
ら
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
頃
に

開
花
し
、
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。

高尾山自然休養林のもみじ台園地 奥久慈自然休養林の

日本三名瀑・袋田の滝

ブナ平自然観察教育林のブナ林

ダケカンバ林とシラネアオイ

（野反自然休養林）

野反湖とノゾリキスゲ

（野反自然休養林）


